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□ソフトウエアのアジャイル開発

ソフトウエアの開発手法の中で代表的な２つはウォータフォール開

発とアジャイル開発である。アジャイル開発は2000年代に入ってか

ら提唱された新しい開発手法であり、利用者に取って満足できる動

くソフトウエアを作ることを重視する開発手法である。このアジャ

イル開発を実際のソフトウエア開発に適用しながら、その有効性を

検証している。

□LSI設計手法

LSI設計は身近に経験することがなかなかできないため、論理の設計

から製造までの流れを理解することは一般的には難しい。プロセッ

サを含む複数のLSI設計を支援するシステムを研究している。

□地域・産学官連携の可能性

地域でソフトウエア開発を行っている中小の企業と連携して、現状で

のソフトウエア開発の手法を分析して、アジャイル開発の導入などを

支援して行く。LSI設計については、論理設計の部分は地域の企業が

様々なノウハウを持っていると思われるので、論理設計のあとLSI製造

までどのようなプロセスを経てLSIが出来上がるのかについての教育を

支援する。

□事業家のイメージ

アジャイル開発導入のためのコンサルタント、LSI設計の教材作成など
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